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大類隼人医師
　去る2月16日に臼杵中央ロータリークラブの30周年式典に
て講演がありました。30代後半の彼は2011年の東日本大震
災のボランティアに入り、そこから震災ボランティアでハイチ
へ行ったそうです。ハイチでの医療はただ機械も無い中重症
の方々を診るだけで終わり、そこでの医師でもある日本人シ
スターとの出逢いから兵庫医大の助教を辞め海外支援の道
へと入ったそうです。
 海外支援と言ってもただ患者さんを診るだけでは病気は治
らず、水と衛生、食べ物等の日常的な環境や意識から変えて
いかなくては終わりがないことが分かり「貧困国に医療をど
うやって創っていくか」を学ぶためにイギリスの大学へ留学
されました。私財を投げ打って取り組んでいたので、その際タ
クシーに乗るお金すらなかったそうで、ロータリーのグロー
バル奨学金を利用されたそうです。
 活動されている1つ目の国タヒチは地震と台風が多い国で、
なんとか診療所を作っても壊れてしまう状況だったり、また
支援金を銀行に送金してもほんの1割しか届かなかったりす
るようです。そんな中現地の孤児院へ鶏を買って持って行っ
たり、いろんな方法を模索しながら支援を続けています。主
に孤児院における食糧・栄養支援と、定期的な結核無料検
診をされています。
 2つ目の国は西アフリカのブルキナファソという国で、マラリ
アの予防と治療や衛生の改善指導をしています。生活水準を
上げるために女性の就労率を上げ、そのためにシアバターを
使ったハンドクリームを作りネット販売したり、クラウドファン
ディングで資金集めをして事業を立ち上げたり、医療だけで
なくその国の人たちが貧困から抜け出せるような仕組み作り
をされています。
 3つ目の国はバングラディッシュで、看護師育成プロジェクト
や孤児院の巡回診療をしています。スラム街に医療を入れて
いくために、富裕層向けの大きな病院を作り、そこから得た
資金でスラム街の人たちへの医療提供をしていくそうで、もう
すぐ日本法人としての立派な病院が出来上がるそうです。
 どれも大きなことに見えましたが、東日本大震災以来9年し
か経っておらず、その間どれだけお１人で活動されフアン(支
援者)を作り、結果へつなげていかれたかを考えると感慨深
いものがありました。
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 ロータリークラブとは支援を受けた頃からのご縁で、今も国
内にいるときは講演活動をされ、フアンを作り寄付金を集め、
海外の極貧国へ届けている状況です。講演を聴いて胸が熱く
なり何かしたいと思ってしまうロータリアンと、世界の貧困と自
分たちの活動を知ってもらう大類医師と、医療や支援を受け
られる極貧国の方々の3者を上手につないでいます。またそれ
だけではなく、次世代を継いでいく学生教育にも力を入れてお
り、大学生チームのアイディアを生かしたプロジェクトもあるよ

うです。
 この地球に生まれ私たちが当然持つべき「生きる権利」を
現地の人 と々創りあげていくために、視点を世界へ向け、10
年後のビジョンを掲げそこに向けて動いていかれています。
 ちょうど私も2011年同時期に転職し10年目になりますが、
視点をどこにおくか、想いをどれだけ強く大きく持つかで、
年数が経つとずいぶんと結果が変わってくるものだなと反省
し、10年後の目標を夢見ながら帰路につきました。
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次年度社会奉仕委員長　坂本　肇会員より委員会報告

次年度地区補助金プロジェクトについて、次週内容等お願いい
たします。
（案）継続して愛育学園はばたきと、コロナ禍で大変な外国人
　　　留学生の支援

幹事報告

・2720地区　2020～2021年度　地区研修・協議会の件
　　令和2年6月21日㈰　13：00～
　　　ZOOMを使ったオンラインにて開催
　　（対象）会長エレクト・幹事・主要な各委員長

・ロータリー財団　年次寄付協力に対する御礼

例会の予定

■ 6 月22日（月）

■ 6 月29日（月）

■ 7 月 6日（月）

今年度総括　トキハ会館　12：30～
最終夜の会　於「割烹　にしおか」

会長幹事慰労会、ジャンさん送別会、新会員歓迎会

会長幹事就任挨拶

ニコボックス

★橋本亜紀子会員（1口）
APU出口学長との食事会に参加しました。
少人数とても学びの多い会でした。
ロータリの会長をさせて頂いたおかげと感謝しております。

次年度全員協議会（1）〈卓話の時間〉 （6月8日）

次年度テーマ「勇気を出して、新たな一歩を踏み出そう」
（クラブ管理運営委員会）クラブ管理運営統括　橋本亜紀子
　健全なクラブ運営を行っていくために、各委員会がそれぞれ自発的に活動し、全体としてクラブの繁栄へと繋がるよう導い
　ていく。
（SAA）委員長　橋本亜紀子　副委員長　坂本肇
　友愛と規律の精神で、例会が和気あいあいと風通しの良いものになるよう努める。
　そのために会員・ビジター・ゲストを笑顔で迎え入れる。
（出席）委員長　利光勇一郎　副委員長　西岡一雄
　ホームクラブの出席率80％以上を目標にする。
　無断欠席のないよう協力を要請し欠席の場合は、必ずメークアップをしていただけるよう働きかける。
（親睦）委員長　姫野勇人　副委員長　吉良昌一　委員　高山泰四郎　池邉友起　菊池武司
　親睦を通じて、会員及びその家族の友情と思いやりの心を増進し、行事への協力支援をお願いします。
　コロナを考慮し柔軟に活動する。ボーリング大会や歩こう会等も計画していきたい。
（プログラム）委員長　河野聡　副委員長　門脇啓二　委員　矢羽田光　利光勇一郎
　ゲスト卓話をできるだけ幅広いテーマで行う。
　RCC又は、インターアクトに取り組むための学習の機会となるような卓話を開催していきたい。
（会員組織委員会）委員長　穐田英一郎　副委員長　河野聡　委員　高野太　姫野勇人
　2019年規定審議会にて職業分類による入会制限は無くなり、社会に何らかの貢献している人ならば、誰でも入会できるよう
　になりました。年度内に女性会員候補のみに絞った懇親会を開催していきたい。
（公共イメージ委員会）委員長　門脇啓二　副委員長　矢羽田光　委員　穐田英一郎　木村成淑　藤田敬治　大木孝吉
　大分1985ロータリークラブの魅力を多くの方々に知ってもらうために、クラブ内での長期を見据えた取組を多様な手段と媒
　体を利用し広報に努める。

入会報告

6月1日より入会の大木　孝吉さんです。
宜しくお願いいたします。
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